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戦後最悪を記録笠課

犯罪者の44%を占める

少年非行

◎葦◎葦◎⑪蕎◎
少年非行の現状

低年齢化が一層進む

データ①

昨年(昭和五十六年)　刑法犯

で検挙補導された少年は､十八万四千九百二人　(前年比一万八千八百二十九人､二二二%増)と戦後貴高を記録o少咋人目に刈する側へ‖てみます

と､LI人当たりー八･-ハ人が刑淡に触れる犯罪て榔将されていることになり､′肌叶雌に比へて･九人抑えていますC

そして.,仕Hされることは､成

人を含めLJ刑法犯の申て'少汁の捌4日は仙川･一%　(加斗比･八%叩)と'これまLJ峨綬地雨の悲しむべき数字となっていることて

データ㊨

刑法犯少年の年齢別構成をみ

ると'十四歳が全体の二五二八%を占めて最も多-､次いで十五歳J　十六歳の順となっているo

(警察庁調べ)

刑法犯少勺の1T齢別の推移をみ

て感じるのは､-川歳へ　IL;収､-･=故は著しい州加傾向にあるのに刈｣へ-L歳'-八歳､-九歳はおおむね械ほいまいし減少傾山にあり､引i=の低坪齢化がますます池んていることを不しています.

少年非行の特徴

軌幾の単純な遊び型非行が増加

そjしてはとのよ
うな非行か多いのか､日収近の少1非行の特徴をみてみましょうG▼小半生を中心とした校･{;娘力が杓えている｡▼//ナーや北せい剤など堰物を乱月jする少年が州加している｡▼北林や不的な竹前h;.rbtlと　M非行て剛噂される女r少勺が杓えて

いる(申･LrZ校生か(･体の半数以
･ilを･=Iiめる).▼別行に起る家出少

勺が1.3川し､磁化てはんつ1かカr杏-州っている｡▼力引きや目性車　オー-ハィ盗ちとのいわゆる″遊び刊非行〟か激叩しているo

これrに共池しているのは､い

わゆる､せっぱ泊まった犯非ではな- ､ほんの思いつきや〝遊び竹〟とも‖える少:訓和が抑えていることですe

門ポては別行少‥をできるだけ

りく沌比Lt J-ノ=の:Tを3-いうちにつみとるための糾輔は動を蛾化していますい　しかし､大切もことは､未収や乍校'職域'地域‖会

かお;いに下を収リ八;二＼　地域ぐるみて少1を洲Iか､ITる竹山をすることてすひ

家庭での注意事項
少:たちにとって'川yIに止り

やすい比休みG　ノ氷駈ては　次のようも･=‥に-分加をつけまLJう｡①　他紙や遊びなとの〓付加をー似LJJhにHrせ､けじめのある1
Lmdをさせ圭L上うレ

②　√供か外出するときは必ずわき光を仰かめ､佼此ひはさせないよっにしまし上,T/I③　筒底か琳しいところてあるJう､少な-とi如H Hは芯純そろってだんらんする機会をつくる
JJJぅにLtLょう｡

①　怨にflけ乙い山九を伸はし友･化か.;捕われて･J朋る二･lJかてさる蛾い‥=てし,二日てるJJjつに′しつけ兇作〟に印･C.Jl･]おypよ-1-

健康ご働き　楽しい三熱延をつくりましょう　　　　　　　　　　　2
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昔をしのん.ぐみませんか

ー　ポー川史跡自然公園　-

本町に数多-ある先史=代幣大

住iEの似仙刑･をモナ-フにしたビラミ/-刑･の標津即肢むiL'俗資料純も'岬和ムー:.T九日悦純以米､剛山のみなさ麦のご立はご協力をいLJたき九　1句を迎え･L6うとしておりま7-｡槻53才も･ハ月末日蛾心
力八ー山人を数え'叶ことに州

加の仰山にあります｡

まLJ､緒方には川･20ヘクター

ルというは人な､日本にも例のない川指定の文化相をれするポー川虹跡n然公間があります∩　この小には､拙文時代(八cc)OITL肌)から襟文帖代(ヒム01机)まて

の先住吊が什んLj幣穴住iEのあとが､土に排まわずへこんLJまま柚っている標津迎跡耶仰茶仁カリカリウT<拙跡′昭榊54中5月2;'目指位史跡)　や瀬の花から秋の火まて止ることの州米る榔津Ca収(昭和5418月7日､川指荘火然
hg念物)　には､八卜仰山Jの;a収

納物があり､と-に今の岬期は'白い花がアンサイのように咲-ノリウツキや稲地のような背丈に白い花がT. Jつ杜中れ下がるモウセンコケ､まL'､カノT･ウラ/のrI′い火が訪れた人のHを難しませて-れることてしょう｡

)

LLjm托料鮒のそはには'本叫が

本作的に開発され始めた川約12勺tTHrの州九の4活をしのほうと糊
孤の=を-tlf税しますりすでにへ放電､納E･U､;7校はそれそれの托利を娘示し､〈-咋4J lに尤戊､L-‖2Hの㈲日代には.]比企榊榊やもちつきなどが杓われまLLJでまた､腿笥ては削内の彰T滞りが､小柄米桝をhTていますC　休日などは筒族腫れてにぎわいt r伽は日日の小泊に幣ろき､親はj･E=を他かしんでいましたo

今後も占-かSの柵.i.火床J
場'商帖､介叶､役場､郵伯1?.旅餌などの′化化を千.心しています"

)　　　)水泳で体力づくりを

町の主な動き

6 JJ24日,釧路欄yjt兵乱LkL郎L<に対

し､つきのことを掛川tjLまLたo

●国i董335号繰標津町忠類地区内の

改修について　　加味椛断血路､ (川

】ij:334U線)の開通にともない､ ltTJ凸

335サ線の交池Jrll_が一敗W.'し､ i正路の

札l伽か目につきますか､とくに､ !息

突戻地r亘内の税僻ははなはだLく､

JJL迫の川)左l_の抜本fL'J政一iYlを必要と

する状r州二ありますので､本線の改

帽巧別HJに111史のこful居をIL賜わりたく

l娘情放しましたn

+ 】FllJrl也内臓rflIの全株改作を

●)凸1略制水の11割iliを(両脚｣トラフ

を縦断符にイIJ LLA't'JLfと退路沿いの

排水処三男を)

4 F州別ILsi正U) 11別uiを

山水プールもへ-勺て`叶nT･1.過

え　叫軒はLハ月から九月まての川カHmに　カーハ丁九･;1　人のんか利川し､姐の体力つ-りに捌んていました｡今,Tも入り　日か.rす17/L'LJ-快水泳放.1'･や抑入水株数宅て旭日にぎわいをみせ　八月の`カ‖榊で　十九日･ハ1　人の力か利川されました｡

八日は'1比休ふ√供水淡放て十

傑津山附以外の終11校のルーリー-紘を刈象としたu休み√棋柁仙水仙教範右と多くの水泳鞄.やを山川しておりますのて多数の巷加をiGHちしています｡

泳ぐときは細心の注意を

★応不足､空腹へ櫨瑞は水仙三人

敵てすC

★泳ぐノ削には'少なくとも;竹は

かけて叩佃休椎をしまLJI.う｡

★水に入る-肌はン,ワ-,tJ桁ひ休

を水にもらし､プールには妃から静かに入りましょうC

★r供の城人口､l帆の泳く･= 1川u

Ih-`-分-らいか駅比てす〕何度も水か.r上がって榔ぐようにしましょう｡

□然を愛し　美しい郷土をつくL')ましノよう

◎葦◎葦◎⑪㈲吾◎
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亨すんで参加を
提唱　3

紅J祝賀会のあり方をもう一度確かめてみまし

ょう｡

ー　　祝iJl;会ては､ JyE起入会のアイテアをいっぱいに

氷しく祝いましょうo　また｢あまりi:くしらない

のに米州尤カ､水たoJといったことかtJIいようにし

＼ー　　まLlう｡

○引きものは､やめることにしませんか0

01lq人から贈られるお祝やrjLl念l指なとの個人名

妓tj'はつつしみまLようo

o･1- [･のオートブル報は､捨てられることのな

いように_L大してみましょう｡

-　　提唱　4

お祝､お見舞､お返しなどは形よりも心をこめ

て｡

お祝いやお見舞なとか､た/J=ん派手になって

あけるJJも､もらう万も負拙二なっていませんかo

I/Llrモなお祝いお比舞にうるわしい人の交わりが

見られるものてすo

oILll,;･油　椴のおつきあいの暢合､お祝い､お見

舞は2,000円以内にしませ/i,か｡

○お返LはやめることにLましょう｡ (お礼は

心をこめた礼状て)

提唱　5

葬儀について､いま一度考えてみましょう｡

町内ても地｢*によって葬儀のしかたにちかいか

ありますか､比慨をLむから故人のニ'!~絹由をお祈

りするとともに､遺族の方々を心かJっお),･iJ.めてき

るように､いま　一也考えてみることにしましょうo

o杏輿返しはやめましょうo

oLli畢･供物を､ tr3華料･供物料として供える

ことも考えましょう｡

○杏粗の領収訳の発行についても､もう一度考

えてみましょうo

酬榊伽新生活運動とは梱棚軸

新生泊連動とは､私たちの目端生活を高めると

ともに､ EljJるく住みよい地城引会の創造を目指す

遊動ですo

この逃動は｢私たちの具体的な生活課題を私た

ち自らの努力によって解決し､生活の向上と充

実をはかろうとする住民運動でありそのEl標は､

新しいコミュニティづくり｣てすo　また運動を進

める過程で人々の主体性と連帯性を培い､社会生

梢のルールを確立し､さらには､私たちと自治体

との新しい協力関係を築いていくことを願ってい

ますo

敏.メ �,ﾘ*(ｽｸ,ﾙ�X,凛ﾈ+X,Bﾈ�ﾂ�
8月2日-8日食品衛生週間 8月は食中毒が多く発生する季節け高温多湿のいまの気候 が微生物の常軌こ適しているからですo使い終わったまな板 やほうちようをそのままにLていませんかoぱい菌の増柏を βカぐには水洗いだけでも効果がありますo手や調理器具を清 風こして､食中毒を予防しまLlう. 

与■1.:4,.至､ivぞぎ′室八.き,∴. 

たかいに如け合い　暖かい社芸をつくりましょう

〓｣■目EEl鉄■ヰtを利用しましよう日EFl較■tt毛利岡しましょう〓=目
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=目白鉄■*tを利用しt6しよう日13扶■ttを利用しましよう日日目

新生活運動へあr3た毛

みんなで考え

みんなで実行しましょう

新生活遊動は､古くからのしきたりや､生活習

朋のすべてを!.:定するものてはありませんo

古くからのしきたりや､生活習,1日のなかには､

次代に引きつかれていかなければならない大切な

ことがらもたくさんあります｡反面､これら古く

からのLきたりや習慣のなかには､私たちの生活

をよりよくするために､改善しなければならない

こともたくさんありますo

そこで､標津町新生活運動推進本部から､改善

していきたいことがらについて､ JLツの提唱をし

ますので､部清会や町内会C7)地域ぐるみて､ある

いは職場や婦人､青年団体なとの会合で､みんな

で考えみんなで尖行していくことを申し合せてみ

ませんか｡

地域ぐるみみんなで話し合い､理解をするrLJで

実行していくことが､新生活運動の第一歩だと思

いますo

提唱1

集会や会軌の開会･閉会の時間を守りま　ようo

L馴nこおくれることは､待つ人にとって実に不

愉快なことてす｡多くの人に迷惑をかけないよう

にしましょうo

○餅】会の五分前には席につきましょう.

o都合でJIJ.席できない場創まヰゝ前に迎絡しまL　一一

ようo

o会議や話し!?いのマナ-を身につけましょうQ

o閉会の時間は､特に気をつけまLj:う｡

提唱　2

rものをたいせつにするJとともに｢ものを清一

かして使う｣ことを考えましょう｡

｢ものをか,せつにする｣ことは｢心｣と｢く

らし｣を豊かにすることですo

o古新聞.古雑誌等の回収を地域ぐるみて実施

しましょう｡

o空ビンは回収して､ PJ･利用をはかりましよう｡

○空カンのしまつを考えましょう｡

○不軌Pu､叱蔵品の活用をはかりましょう.

･-/澗8月'8-31日道脈まもる月間 
一. 室__ニ圏 �-ﾘ/�,�,ﾈﾞ�蝎{�+v��

広く､美しく､安全に′ 

子どもの夢を育て　平;和な田Iをつくりましょう
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あなたのコーナー

婦人団体連絡協議会活動に思う
標津町婦人団体連絡協議会

会　長　大　角

今日は園民健康保険税兼二期の納期です

自主的な地域社会づくり仙人川休t･=軸とは　体何である

か　とりわけ如拙協はすそ即かはく色々しなければな･rない小が川的しております｡　つには'巾付和休との桟触てあり､またHi)=二指仰いLJL7-日公教巾側係のん々や側傾機側との辿拙､迎純なとがありますG　如拙協他日の小米は勿
人州の小､それに州して竹内丈は余

nJ的な小と放多いわけてすか､それi･= 1代の変加と申しましょうか､私L'ち棚人の隼･JSはいかにあるべきか'全く新しい角雌ての比如しを余儀な-されてきておりますo

力'日を外に向ければエネル

ギー　交過小帖の州加･新生活､如利その他市少年のことなど棚人を取り番く聞越は数触りな-山村しておりますC　二のよっな叫にあたり'1.1.H的な活動によって地域引合つ-りを目的としている如｡人川体に布せられる期待とは州は'朋指に人きなものとなっておりますo　と-に'北軸心船人行動計州が昭和‖- `C･;<･川に九がけ策:近されましてt Ill:勺には根和地城経巡協戊人山か笹1.され､それに2･つき捕動を鵬側しっつありますCそりいう申て棚津村辿協J

)

色々な関越を抱て参りましたG
f=S　に､如拙協組織体が郡部の小用体の触りで構成しておりましたが､キー全の蛮化に伴って笥雌の主肘J働-ようになると､･: l桝に追われ全日の消動参加が織り､さJrTに加州用体J減少の傾向にあります｡このため'まず小米内容を丸根に参加できる魅力のあるものに､まLJ炎伐を地してその延満に努力して参りましたD剛内のクループ団体との糊の迎梢を強めるLJめに､:-川叶から崩し人目いの域を設け'おりいの描勅内容を瑚研して共通の間組を巧えながら新しい方向づけを和束し続けてきました｡全日個々の-,u戯i向Lされ､また相通協を雌附して卜きっLJ純米だと川心いますが.･=-⊥勺から=-L勺まてに川北舶入部､標沖の弥生会'怨協抑入部さんも加mしていたたき､税在では八川休八日`-八名の仝rか加入する組織になっております｡i<加入団体の㈹過もほほ脈拍淡しまLLJことは'組織的に大きな仙進であり､これもひとtt)に公日比‖さんの協力によるJのと‖帆感謝放しております｡何hJ令邦が(L=祁成川する小は人蛮なことてす｡仝;　人ひとりが拙ルして､力を人目わせ協力〓人目つ

てeけばt A7る叫糊も必ず-ると思います｡

魅力ある手業

私たちの小米iマンネリ化に陥

りがちですが'その中でやはり魅力あるiのは､｢併鳩バスツアー｣1N'ボーッの災い｣などは参加{3枚があるようてす.ハスツアーは八川Elを迎えますが､人-:はれ月

Ht.HI勝博の化学を雅ね火
地を千八14しており､あわせてその間辺の･父況地を･父捗中です｡-ハ日.-九日には､･卜川支けf竹内の当僻町的過協の指将bE　卜･(名の来剛があり'公は館を会場として交流会が開かれまLLJo　私LJちは砧T交流会を皮けてL=-側の方でしたか､寸ぺけ入れたのは今回て　性日のことでLLJo　それだけに､畔伯には少々手刷どりましたが　このはな機会もあってiよいのてはと作さんl心よ-Tぺけて-LJきり朗の八叫かわ触り叩偶をし､-巾からの･父脱会には1- `れ全;がI;帖してFきった小が人歓迎交流公になり､人変心･:心滋に終る小が日米圭LL'D餌汁やお茶紫√かわりのぼけの柑臆物はとても音こぼれましたCぷし人目いの中で魅力と桁さを感じて州きいっLJのは､はし

･LY協村人邪が､≠ハムの　川として
村船iEの衣::八　八を鳩eL､これを　椴の力に代し太い:Eして､その収脂(Sが=に　J｣)力;にのぼりt Jj非人のiJ;肌甥を17mしたりして引公に役▲止てているとのことてす5　納めは公;　人　Jr3日の㍉･jf･ I I∵T/A/,い･.I._.･/･け帆側も;=入部のぷしに雌附をして-れて､ーでしょ･:祭･JHち込みして爪付けの方をお噺いしても､何の抵抗･Jな-活動の小に取り入れられることは､本判に端的らしいと想いましたo LかLJ,川休のかかえる問題はどこも2-ハ通しておりますo役目をせける人がいないとか､参加都が少いとか巾していまLLJが､それは　人ひとりのnu減の㈹過てあり､それをとのようにん両づけて約-かと1日うのは仰しい湖鵜の　つだと心いますし､組織や捕刺仙ての悩みは八,きずますます探別化して氷ると;心いまT｡

私たちの捕刺は試行鋪:I/iの稚り
返しですが､･なにはともあれ､私は逝去は粘り辿りLJ-ない.人-杏巧え･E分が何J:川瀬なかr LJこ),を怖い､硯役の側川を　比満ちついて巧え'辿いテンポの俊化にl対仏〓来る_1分になりLJい1血いますC

心を聾かにし　文化を高めましょう
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漁港清掃で感謝状

薫別小中学校

市別紙粘偉･1==.公は､m仙=-II
Iに紺純Y,rpL日.≠別小小.∵柁の化

･rIT祉それにf｣が　休ともrt.J
--=. ･∴fr;　　　　T=.I,.収処理や拙17の　他日勺･=.ir上/■コ-純の"1=γ=_を7るまとへ　仙化什代や柵仏側怖片言や,jさんか;感湖されていまL/■か　これ;の沖

ll -攣5号笥'

LIか=川-評価TJれ､LJのたび北棚i=)如拙協人ムか,;感謝状九･.州=･され
るに1r Llもいてす

北粘,=lI抑粘協会が拙｡:=･TJ施し

.∵‥■　;i･/=;I-.･/]　　/.
=ハ本日のrptJしい門別に帖(さ､地域付目の融州と川村によって､公畑地はてある漁港の･.<7.境JiJ化に協

･hlしてへー-みやすい桁つ-りと水
産紫沌鵜につながる地盤仰⊥JLを凶ろう〟　というものてt jr･阿はnJ内で.ハ何体かよ彬され､苅別小小ギ校のように;7校側係の去彬は枇めてということてす｡

)

)　　　)

生的な53mをなお　榊向Lさせる
JLJめに行われたものてすがへ　虫齢

を千仙するためには'とうしたらよいかという問いかけのもとに蕃恥､退キした結末､つぎの-八人の竹‖州か入:jgJLました｡

･ハ月1-九日北的I;即て糊仰さ
れた約八回北的!山肌船人人Hには'苅別小中り柁か=:偶てきなかったLJめ､七日九日北林根rq妄りq馴山枕津漁業脇川約人=巧収3-ー燕紫綬析那にらが川校を訪れ'感謝状のは退か行われまLL'｡

､　.･=一

.ハリー･ト　　よ､〓-〟

跳仏　日村
JA-=　;.I

･7　--)

.･･;　.｡]
;/-　　　-　;納Ⅵ　lFM;

へ　=･り･ソ

秀7　(ム多秘中〕
小.二占多糠小)

(ム多棚小｣

仁践(占多鵬小)幸夫(枕津小)知世(標津小)

余韻　満水みずほ　(TC多糠小)

虫歯予防ポスターコンクール

福島秀司-んら柑人入選

福島秀司くんの作品

上る八日川日から-‖まての

｢=iの批叶越州.にちなみ､打津川Je･小Bt 1校iJmI牛徒を刈敏に､山
叫†帆のポスターコンクールを行

いまLLJt

このコ/クールは'日脚(こう)

徽1に刈する倒心を･==め､船の似

銀出　烏井銅山　m村

へ./7-1/

'･■い　.:..汁り､.;　LI.)I

鋼羽　帯山

内･=咋生》

允岱　捕水銀竹　山LL
T･･-　　　--

Jm､=IV

食=.;　余.i弧, ,LT　小目汁日　､p JT'

ET出(占多秘中)
幸治(占多糠小)武鞄(川北小)

さゆり　(古多機中)

知(古多糠小)

爪宍(古多糠小)

稔(占多軸小)

竹　(古多軸小)欄√(標津小)似√(占多糠小)

枝(柑津小)

重宝呂…芸芸を言霊買荊三軍警護言こ冨這88i.主義夢三吉登叢管 商oお力ら広とトを協午ペ部紫津イ舟こご 川 
観加てオいにわク兜に1()物ごl准ンぎ親指月行しかミ年頭の匝一 光希牛ケまおらシしお特産準星雷雲蓋i一隻皇室肇潮霊宝 諾'R,宕琵1g畠*'若管でo9争:,.加けJ電と｢レ望祭 

毛呂だ諾慧琵蒜誓諾震禁主驚豊ニー:U等芸望みをり 
ままFllT1分漁廉でIふpi希らニ謙者レ荊/,ぶ⊂萱亘亘亘亘] 

7　　　　　　　　　　Eg技.･剣道　町不･ななかまと　町花川はま/(Jt3

貧月は電気使用安全月間です　電気事故の防止に務めましょう



広　報　し　へ　つ　　　　　　　　　u榊口57年8日1Ej

dZq

/日･/

ふるさとの

歴史をつつる民俗資料館

｢舟だんす｣

町政二〇番｢町政などについて苦情や要望･意見があるがどの係に話してよいかわからない｣このような時にご利用を

松葉契巳氏寄贈

川たんすは､HL叫代の商34

肘か使っていた余地てす｡

?東の川たんすは､一日さ54セ

ンチノー-ル'帖60センチノートル'処行47センチノー-ルあり'けい枚で丈夫に作られています.ーEl伽には'松や竹の似様の細り余日パがつけ;れ'-部には刈ち拙ひ川の取っ手がついていますC

江1中川には､大阪から卜関

そして円本軸側をまわる航路が開かれ'北海述へも人形商船が氷るようになりましたo　本州各地の虎物を持って北粘nJへ､また'Ifリには北粘,山の煉へにしんイ　カスや糾(サケ)などを柿んで関川力州で･,eるのてすn

傭船は､小l河の北海道航群

で約千両をもうけまLLJ｡中でも､北海指)から似るときの利益は大きく､本州の確物に比へ少ない岬て2'3倍､多い時ては10倍以上利論に差かありました｡その杖ー酌j'時化ノンケ)　て船か壊れたり柄杓に被SEがあっLJリする特も多-､人変な航淋てJあったわけてすC

こうした腐いをは糾した人心
帳やお金を入れる爪たんすてすから､碩人なれリになったのてLよう.叫化(/ケ)　て卿破するような叫には､山だんすに丈夫な縄を牲き船かh海へ放りF:Lましたo川たんすは､域れずに必ず軸･rIに打ちしけられたそうですo

(.-JE･相川か柴係k)

直接相鉄コーナー
中学･高校卒業者の働-場の確保を

間　了供が乍校をjj.粧してJJ.刺内には倒-ところがも-､地化にととまりた-ても紙局はml外に山さるを榊ま･LTlん｡

血祭統致なとを枇柵的に進めて'
倒-均の稚保をぜひお糊いL止すC答　本別の人目は'現在L U〇人を前後し椎移しておりへ　低迷の傾向はいなめませんひ　二田は何といってJ3iI石の町外への枕山でありへ　その根本はこ指摘のようにやはり剛内に箱甥に見入=り働き口かないことにありますい　加えて規今の維析仙妙の悠化=1;　さらに此糊を′枇しいものにしており､{心i;の心川はL粥するにあまりあり土す｡

灯ては致隼束より､此哨州日の
糊拓･船人のために､札付沌滋の批判と人=せ､Ll I:黙誘汝､特権‖川Ⅷ発なとを施策のf=S　の=として推進してき圭LLjc　企業油放ては'過去に　判か雌}:'今午収も=…山卯の北作製桐㈱か椎繁の比込みてす｡しかし､　州　少に紺火するものてなく仰山のみちきまにはり倒

ズームイン･サークル◎

古多糠青年会

私たちTn多枇巧tT人ムは､怖･LH

を竹むLUキクループて(LTHM付会良を光川とする巾十卜.人によりJ;-叶に花心しまLtJじ

花台か碓比するにあL)り　人

のyf的目的を化けていまJ:つは､公r柑;S.S帖を上り屑深め､jil-如拙を峨収し､地ル祁小やfr小机織.日中への付紙的参加協力を目指す｡　つめは'珊帽収びレクり1-ンヨノ捕仙を過じて.新しい時代にマノチLLl人榊関係を稚･止する小を〓

日ソ　二〉ー′J I-　)　　＼ドーハJ-　J

/　　rrーツ　　ノ　;-爪ノー==

-へ｣｢I t Lj･HL=ノ′小判を稚
めl　いして1

､-｢二しい′訪. iJ･=-′u L,仁

山卜代LI LJ川1ノーー　リーl:rLl′
1.1=jjJノ,pI.十､抑=LL糊-る川=八肥･TJハ八･=]-Jj.=山

.=　　　　　･.　･　　　　　l

L,⊥1.てI t/　人-ほいL=州

二･Lt　′トへ〓小山も仙√Lyる

LJトーノ1/JL.;IJj八-り′:.に力

､　　　　､･,I,--　　　　.

い)■ぺノ∴‥しよ-

たはし二rヨ:LlUFjTr/.⊥■ル＼ましノよ　っ(20茶で30F=j b6'rf堤て342071｢11/JWJの収入になりました)　　　8

かゆ-肘にうつるとm心いますが､ご珊恥とご協力をよろし-i=仙いいたしま･L- ｡なお今年也より､LJ仙人の英知を相似しこれrに対心

..　　　　　　　　　　　　･　　　　　　　　‥　:

ノ　　　ウ　　...1　　　=　-　l　1　　-71-イ-

什■条目J L山=:　川力ーl勺もL=HJ Lr L I､-L人ー

ノ･リ′ー　　ー　･-　I
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iTH:金n-十一日=

福祉年金を受け取っ　)たら証書の提出を附社,:女をL.TJけているTT.1はへ　:

に　はへ叫川状況;-;L･E:LHIJや雀城の北拙.とあわせて､川代:溌加代=を拭山十ることになノておりますC

この叫川状況-川は　人-綬　‥州

のJg柑叩佃かせけられるかとうかを決めるものて､拙州さjした川代
.T缶洲〓=に･j約される鯛を記入し

てt;JJ紙片におjJL㌻るものてすc

H1LJIか-=〓=はへ八;-　〓(八

月畑土払〓)　以降'勺令を曳けとりましたら'日比如fll淡MBLJ叶愈係に拙州して-ださい9

拙州か迎j Lますと'卜　;糊以

降の:缶かノせけ･. rTれないこともありますL

関本Hb71干8円1日

町営住宅団地

昭和57年度分線のご案内
●分LZ,蕪開始　9閂中旬から(チラシ等て

赤恥Lv-lせいたしますo)

●うjL誠区画熱　望ケ丘団地-40区画

新党qJ同紙- 2区l笹)

●分諾面横と価額

面横　平FJ121時

価額:約3.C00.000円

p.-.い　i∴. ､.　J..A:.･い
あると'1食の支払いが･=YrハL=めrれますか､<-まで所即か多かった人てJ､11かirせけられるようになる梢人=Jありますのて必ず拙〓しましょ｢

自家用入浴設備資金ご利用を公衆'(3梢〝13:久S‖佃〟が慨fi;し

て･pHになりtJJ　二の川､叫両の柑竹=/)して旧公兜桝均〃‥久の鮎を利用しており=七に帆=凸か紙:･'･].;A.∵　日.:I./　こい‥ぎの･ifノ　し.ilf;=jf肌を公衆机城刑余　(人人　川0日･小人　.UH
･小人･ハ日日一でご利Hl即っておりますC利用券は役機保他端鳩搬てお求め-たきいひ

また　この機会に凧円をり山りた

いという方のために､自家用r(浴設備実金のl;をつきのし｣おり行っています｡●対象者　柑ftJと心･･仙北(LL1倍沖)内にr･住する凹;fて'州税および公L=:仏名仙川料もとを芯糾し､t七に人桁化心肺かもし　旧<Jt水浴機
I.Tj=久の糊*J利用していLJ世代

●貸付鞘
･･.｡_∵i　∵=∵1.I T　.:,の改築まLJは州架を紫するJS

n　川〓力〓以内

･化収m域叶かあり帆rH=のみを取り〓ける場人=

日　　日力H以内

●貸付条件
･[=.::;∴　L.･ J.･･_;上･爪還糊肌　　1以内･利　　や　:利=パーセ/I

J-･･　tJ.･･｢_:-日,

-セン-ふ.超える叶については

㌧　　.　‖　I T=:]･一

る彬になり土す

●申込先

申し込みおトJぴ∬しい二とは付

紐以雌課℡M株117までとうぞ｡

地域道民会議あなたも参加を｢北川の生捕文化をとう山める
か｣を課越に､榊和･=-｣-蛇地域迫川ヘム価か閉脚されます｡

例他日は.昭仰hLL,:八日.

1=仰∵肌-岬　十分か㌧根
..･=r(JT. pJ...=-.-..　･･

てすー
人-1比のテーマは'●北川にふ

さわしい=山附文化与ピソ=川めるか●北川にふさわしいスポーツ､レクリー-/ヨンをと､-㌻すめるか●北川にふさわしい･r砧は八をとうl:=めるか､の　打てす｡

この地域血比仝価は､各テーマ
別に分科会付議形式ですすめられ､を加bGか､:;9比や拙`=をn山に雅

一ユ‖することかてきます小

二の地域nJLLj人ム満に､あなたJ

ぜひを加して-Llさいe参加を布川-するんは　役場住は附榔搬℡内税114まてお申し込み-ださいD

難病無料集団

検診を実施

鮒病悠和の早期発見と火態のは
鵬をはじめ､過班な蝶宙相称を行うLJめ頼門医による検港を行います｡

鮒病とはわれる方て検治や和談
を二希望の力は､cc月謝Hまで役場保健糊蝿抹℡内線117へご連絡くLJさい.●日時　9日19-l仙●場所　剛･7中標津柄院

踊らにゃそんそん
標津紘踊り変幻人山(会に･絶雌郎さん)　ては'八日-　日から

1･ハHまて小火公八郎=桝= i.-車域を全域にLへつ詑踊りをわい圭す｡

√仰仙北給細り大人ムはIhH､

人人伯楽統帥り人分は--:日に行われます｡多数のを加をお待ちしております.

行方不明者相談所開設

と　き:9声∃gEj･10日

午酌9時30分-午後4時

とこう:釧路警察署

釧措而黒金町I OT巨∃

北海道交通事故死ストノブ作戦 
期間:8円1E∃--9円30Ej(2刀日間) 

+畝澄､スピード等無謀運転の防止 

●/tBrj肯､自転車利用者椅にニ老人と子供の事故臥し 

⊂二竺oH'芹;ldiFi汚,RAkIie;7;㌫こ=コ 

9　　　　　　　　　　正作芸　安全無理なく　我家の営fJ聖

親と子と語り合ってる明るい家庭(社会を明るくする運動啓発標語)
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体育行事
ー　各種水泳教室　-

夏休み子供水泳教室●X月1日㈹17日川　1仙川叫夏休み子供移動水泳教室●8日mH㈹･T;‖㈹　1仙川-= -子供水泳教室●8日2Eu･g3日㈹　27H㈹･細目川　1後3叫30分15･I i低学年特別水泳教室●HH2;㈹･2;舶　†後2仙北分14叫婦人水泳教査●拍HZ;㈹　跳∪㈹･31日化
I I-,-I -　J　--･一般水泳教室●D=;鮒‖㈹･2;㈹･27日働午後7L;18L;黙甥川は=iE水プールですo

-　各種教室　-

地域スポーツ教室●cc日加〓㈹　1後7=181;那分　●川北小Ltr1校3=休

-　各種大会　-

第-回町民水泳フェスティバル●8日2;州　1絶1･= 1-4･= Jl●=j;水プール　●如拙へ　しクリ7-/Tンはか　●申し込んはバ〓2;㈹まて休巾刑へ第3回町民3-0歳ソ7,･E･ボール大会●Jj;1;川　山人のLJJrt;iT削7=山側け-　●:-;:球場ほか●申しr<J L付はccH川〓㈹かけcc;2;㈹圭て休日紺へ第LL,同町内交歓陸上競技会●3=月-=州　9叫洲Vr　●川北車で伐クラノ-

寄付
ありガとうございます

-:..., :Lr 1;P･J rJ　-
〓∵=､-_ I,▼仙･左　相　川

約1J･仇祝い･<.唯L

今年の初秋は恐山､古牧温泉､十和田湖と

夢の東北新幹線で､日光･東京への旅に

出かけませんか

期間: 9F∃4Ej(_1ト9i∃9日(小)

韓用･ 10日,600トJj

(hrTjL.込みJj杓いrp)i 〕LHJ根室標津駅℡2-2023へL

▼･;　　　･..=▼女　川　秀　州

内縦柵拙いみ廃L

nT　　-ち

▼八　幡

〟

約4=仙rjJL<･1LLeL

▼小川小　川

‖･｣-ノ:‥‖･｣

川北=へ′七:l

･敬称帖)

お誕生おめでとう
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▼月･木?日

新川･1m･川-削米　　桝･経　机弥　栄叫

▼火･金曜日

本　町･拙ケt;帆蚊灘町･桜木　即日･:ー･I I,]　1

▼水曜日

川北巾街地区･伊茶仁心糊･浜-;多糠　兼別崎無界･i･=多糠市街

▼土曜日

川北市街地区･伊茶仁心放

[骨ないT7.氏▼8月4日･9月-日

川北巾街地区･伊茶仁忠規　浜占多糠･燕別崎無粍･･13多糠i;柄

▼8月5日･9月2日

新川｢町･川･iJ.:;栄　　肌･純　利弥栄町

▼8月6日･9月3日

本　別･枇ケ丘剛淡紫;･桜木　町目上‖剛･火粥　剛

広報しへつに対するご意見ご要望かございましたらij-ひし二連絡くl=ささい
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